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（総括・分担）研究年度終了報告書

ASEAN諸国の大学等における安全衛生教育の実態調査及びミャンマー国を例とした
安全衛生教育カリキュラムの開発と試行に関する研究

研究代表者 田中寿郎 愛媛大学農学部

研究要旨：ミャンマーの工科系大学32大学で利用できる労働安全衛生教育用の教科書を

作成し出版した。作成に当たり、2018年及び2019年にミャンマーのモービー工科大学及

びヤンゴン海事大学において実施したセミナーの結果を基に、ミャンマーの大学で使い

やすいように内容を30分の講義を8回分に分割し且つ内容をモービー工科大学の担当者

に確認して、教科書を完成させた。また、フィリピンを除くASEAN諸国の大学における

安全衛生教育に関する報告書を完成させた。

研究代表者

田中寿郎     愛媛大学 研究員

研究分担者

伊藤和貴     愛媛大学 教授

ルース・バージン 愛媛大学 教授

岡野聡      愛媛大学 助教

A．研究目的

１．2018年度および2019年度に作成した労働安全衛生

教育用のテキストをミャンマーの実情に合わせ

て改善し、英文のテキストを完成させ出版する。

さらに、このテキストを活用するために、ミャン

マーの全３２工科大学の担当教員にモービー工

科大学に集め、このテキストを活用した教育法に

ついて、セミナーを行う。

２．フィリピン大学の安全衛生管理及び教育につて、

調査を行い、ASEAN地域の大学における安全衛生

教育の調査結果をまとめる。

３．本プロジェクトの成果を高等教育機関における安

全衛生教育の国際会議（The AsianConference 
on Safety &Education in Laboratory2020）で

発表し成果を広める。

B．研究結果

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、海外へ

の渡航や国内移動が困難になった上に、ミャンマ

ーの軍事政権によるクーデターため、計画した海

外での活動は実施できなかった。そのため、安全

衛生教育のための教科書作りに注力した。

1．2018 年および 2019 年にミャンマーの大学で

セミナーを行い、2019 年に原案を作成した

  労働安全衛生教育用のテキストを基に、教

科書を作成し2022年3月に出版した。教科

書に使用した、イラストは、研究協力者の

岡山大学川上真以氏が作成した。内容の監

修は田中寿郎教授、英文作成及び校閲はル

ース教授が担当した。

２. フィリピンの大学の安全衛生教育に関する

調査は、訪問調査およびWeb調査ともに、

実施を試みたが、実施できなかった。そこ

で、研究協力者の宮崎隆文氏及びジンチェ

ンコ寧氏にフィリピン以外の大学につい

て、取りまとめていただいた。

３．本プロジェクトの成果については、国際会

議（ACSEL2020、2020年12月Web開催)
及び、2022年3月に開催されたRESE研究

会にて発表を行った。

C．研究発表

1.  論文発表 なし

2.  学会発表

・What topics should be taught as the
first step in safety education in 

technological universities?  T. Tanaka*,
K. T. Lwin, K. Ito, S. Okano, 

R. Vergin, M. Kawakami and 
T. Miyazaki, ACSEL2020
(Web Conference), 2020/12.
・ 工学系大学向け「労働安全衛生」カリキ

ュラム及び教科書作成の試み、伊藤和貴、ル

ースバージン、岡野聡、宮崎隆文、田中寿郎
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D．知的財産権の出願・登録状況なし
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